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■鼻炎に悩まされていませんか？■鼻炎に悩まされていませんか？ （（p14）p14）

■4月1日からスタート！■4月1日からスタート！ （（p18～19）p18～19）
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保
健
施
策
の
推
進

（１）
安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み
育

て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
各
種

健
診
、
予
防
接
種
な
ど
母
子
保
健

対
策
の
推
進
や
個
々
の
生
活
習

慣
や
身
体
能
力
に
合
っ
た
健
康

増
進
と
保
健
指
導
活
動
に
よ
り
、

健
康
づ
く
り
の
支
援
を
推
進
し

ま
す
。

ま
た
、

歳
以
上
を
対
象
と
し

７０

た
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
予
防
接

種
費
用
の
助
成
を
引
き
続
き
実

施
し
、
高
齢
者
の
健
康
維
持
増
進

に
努
め
ま
す
。

地
域
福
祉
・
高
齢
者
施
策
の
推
進

（２）
高
齢
者
の
自
立
支
援
を
促
進

し
安
心
し
て
住
み
慣
れ
た
家
庭

や
地
域
で
生
活
が
送
れ
る
よ
う

相
談
・
支
援
体
制
の
充
実
に
努
め

ま
す
。

ま
た
、
地
域
密
着
型
小
規
模
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
今
年
6

月
に
開
設
予
定
で
あ
る
こ
と
か

ら
準
備
に
必
要
な
経
費
を
事
業

主
体
で
あ
る
社
会
福
祉
法
人
北

檜
山
恵
福
会
に
助
成
し
ま
す
。

障
害
者
福
祉
施
策
の
推
進

（３）
保
健
・
医
療
・
福
祉
と
連
携
を

図
り
、
地
域
に
お
い
て
必
要
と
す

る
給
付
や
地
域
生
活
支
援
事
業

に
係
る
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図

る
と
と
も
に
、
自
立
に
向
け
た
相

談
支
援
体
制
の
充
実
に
努
め
ま

す
。子

育
て
支
援
対
策

（４）
保
育
所
・
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
・
学
童
保
育
所
の
運
営
を
行

い
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み
育

て
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く

り
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
子
ど
も
に
対
す
る
手
当

に
つ
い
て
は
、
次
代
の
社
会
を
担

う
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を

支
え
る
た
め
、
政
府
の
方
針
ど
お

り
予
算
措
置
を
し
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
事
業

（５）
医
療
技
術
の
高
度
化
に
よ
る

医
療
費
の
伸
び
な
ど
、
国
民
健
康

保
険
の
運
営
が
大
変
厳
し
い
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
、
医
療
費
の

適
正
化
に
向
け
、
各
種
が
ん
検

診
、

歳
以
上
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン

６５

ザ
予
防
接
種
へ
の
助
成
を
引
き

続
き
実
施
し
ま
す
。

特
定
健
康
診
査
及
び
特
定
保

健
指
導
に
つ
い
て
は
、
未
受
診
者

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
踏
ま

え
て
、
一
層
の
受
診
率
の
向
上
に

努
め
ま
す
。

病
院
事
業

（６）
国
保
病
院
に
つ
い
て
は
、
４
月

か
ら
は
新
た
に
2
名
の
常
勤
内

科
医
を
迎
え
、
４
名
の
医
師
体
制

と
な
り
外
来
・
入
院
診
療
の
充

実
、

時
間
体
制
の
救
急
医
療
体

２４

制
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
喫
煙
の
健
康
被
害
の
取

組
み
を
進
め
、
4
月
1
日
か
ら
国

保
病
院
敷
地
内
の
全
面
禁
煙
に

つ
い
て
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

大
成
診
療
所
の
整
備
計
画
に

つ
い
て
は
医
療
等
対
策
審
議
会

に
お
い
て
年
度
内
に
方
向
性
を

示
し
て
ま
い
り
ま
す
。

農
業
の
振
興

（１）
農
業
振
興
を
図
る
た
め
、
「
せ

た
な
町
農
業
振
興
地
域
整
備
計

画
」
の
見
直
し
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
「
せ
た
な
町
農
業
振
興
計

画
」
の
策
定
に
着
手
し
ま
す
。

農
業
セ
ン
タ
ー
に
お
き
ま
し

て
は
、
新
た
な
地
域
振
興
作
物
の

栽
培
試
験
を
は
じ
め
、
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
な
ど
の
種
苗
提
供
を
実
施

し
ま
す
。

ま
た
、
優
良
家
畜
導
入
支
援
事

業
は
、
本
年
度
よ
り
3
ヵ
年
の
延

長
実
施
を
す
る
こ
と
と
し
、
畜
産

農
家
の
経
営
安
定
を
支
援
し
ま

す
。生

産
基
盤
整
備
は
、
丸
山
地
区

の
農
道
整
備
事
業
、
小
倉
山
地
区

の
畑
地
帯
総
合
整
備
事
業
を
継

続
実
施
し
ま
す
。

「より一層せたな町に住んでよかっ
たと思われるために…」

平成24年度町政執行方針

第１回せたな町議会定例会で高橋町長が示した
目指す町づくりの方向性と取り組みをお伝えします。

健
や
か
に
暮
ら
せ
る

福
祉
の
ま
ち

活
力
に
満
ち
た

産
業
の
ま
ち

3 広報せたな 平成24年４月号
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平成24年度の主な事業
■畜産担い手育成総合整備事業 ■西兜野排水機場設備改修工事

■町道雲内線災害防除工事 ■住宅リフォームに要する経費の一部助成

■狩場霊園墓地区画造成工事 ■農業振興地域整備計画策定業務

■B＆Ｇ海洋センター体育館改修工事

ま
た
、
北
檜
山
区
愛
知
地
区

の
基
盤
整
備
、
瀬
棚
区
が
ん
び

岱
地
区
の
農
道
防
雪
柵
設
置
は
、

本
年
度
、
事
業
採
択
に
向
け
た

調
査
計
画
を
実
施
し
ま
す
。

農
業
水
利
施
設
管
理
事
業
は
、

西
兜
野
排
水
機
場
の
整
備
を
行

い
、
同
じ
く
排
水
路
の
機
能
回

復
を
図
る
た
め
兜
野
地
区
小
規

模
土
地
改
良
事
業
を
実
施
し
、

農
業
排
水
の
向
上
と
防
災
対
策

に
努
め
ま
す
。

林
業
の
振
興

（２）
一
般
民
有
林
に
つ
き
ま
し
て

は
、
道
と
町
が
連
携
し
支
援
す

る
「
未
来
に
つ
な
ぐ
森
づ
く
り
推

進
事
業
」
の
活
用
と
、
除
間
伐
・

下
刈
・
作
業
路
で
は
町
独
自
の
一

般
民
有
林
造
林
事
業
に
よ
り
、

森
林
整
備
に
対
す
る
意
欲
の
向

上
と
負
担
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
大
成
区
宮
野
地
区
の

町
有
林
複
層
林
造
成
事
業
や
二

俣
地
区
の
町
有
林
循
環
造
成
事

業
を
継
続
し
ま
す
。

水
産
業
の
振
興

（３）
漁
業
経
営
支
援
特
別
対
策
事

業
と
し
て
の
一
部
助
成
を
継
続

し
て
行
い
、
漁
業
者
の
負
担
軽

減
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
前
浜
資
源
の
確
保
で

は
、
エ
ゾ
バ
フ
ン
ウ
ニ
の
種
苗

購
入
事
業
や
キ
タ
ム
ラ
サ
キ
ウ

ニ
の
移
植
放
流
事
業
、
ク
ロ
ソ

イ
の
中
間
育
成
事
業
、
マ
ゾ
イ

稚
魚
放
流
事
業
、
新
た
に
あ
わ

び
漁
場
再
生
事
業
の
支
援
を
行

い
、
漁
業
経
営
の
安
定
化
を
図

り
ま
す
。

水
産
種
苗
育
成
セ
ン
タ
ー
に

お
け
る
ナ
マ
コ
の
調
査
研
究
・
種

苗
生
産
を
実
施
し
、
稚
ナ
マ
コ

の
増
産
体
制
を
推
進
し
ま
す
。

商
工
・
労
働
の
振
興

（４）
商
工
会
に
対
す
る
運
営
補
助

や
中
小
企
業
経
営
安
定
資
金
融

資
事
業
を
継
続
実
施
し
、
経
営

の
自
立
安
定
を
支
援
し
ま
す
。

ま
た
、
雇
用
に
つ
い
て
は
、
国

の
事
業
を
活
用
し
た
観
光
振
興

事
業
、
東
日
本
大
震
災
被
災
者

雇
用
対
策
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

観
光
の
振
興

（５）
異
業
種
交
流
や
他
産
業
へ
の

経
済
効
果
な
ど
を
期
待
し
、
観

光
協
会
が
す
す
め
て
い
る
滞
在
・

体
験
型
観
光
整
備
に
対
す
る
支

援
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、「
せ
た
な
町
食
と
産
業

ま
つ
り
」
へ
積
極
的
に
参
画
し
、

本
町
の
優
れ
た
食
材
や
特
産
品

の
Ｐ
Ｒ
と
町
民
皆
さ
ん
の
交
流

を
推
進
し
ま
す
。

上
下
水
道
の
整
備

（１）
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

大
成
区
宮
野
地
区
が
完
了
し
、

給
水
が
開
始
さ
れ
ま
す
。
今
年

度
は
、
花
歌
地
区
及
び
貝
取
澗

地
区
ま
で
給
水
工
事
を
実
施
し

ま
す
。

ま
た
、
下
水
道
事
業
は
、
北
檜

山
市
街
地
の
排
水
対
策
で
雨
水

排
水
工
事
を
実
施
し
、
道
道
北

檜
山
大
成
線
改
良
事
業
に
併
せ

大
成
地
区
の
汚
水
管
渠
工
事
を

実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
北
檜
山
下
水
処
理
場

の
維
持
修
繕
計
画
の
立
案
に
着

手
し
ま
す
。

環
境
衛
生
対
策
の
推
進

（２）
住
み
よ
い
生
活
環
境
を
築
く

た
め
、
家
庭
ご
み
の
減
量
化
や

分
別
収
集
の
徹
底
な
ど
に
つ
い

て
啓
発
活
動
を
し
、
資
源
ご
み

回
収
事
業
へ
の
助
成
を
行
い
、

ご
み
の
不
法
投
棄
や
野
焼
き
の

未
然
防
止
な
ど
環
境
保
全
と
環

境
美
化
へ
の
意
識
の
高
揚
を
図

り
ま
す
。

ま
た
、
狩
場
霊
園
の
墓
地
区

画
造
成
工
事
を
実
施
し
、
供
給

を
図
り
ま
す
。

自
然
と
共
生
す
る

安
全
な
ま
ち

平成24年度町政執行方針
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災
害
に
強
い
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

（３）
消
防
・
防
災
体
制
に
つ
い
て

は
、
昨
年
度
消
防
庁
舎
建
設
等

検
討
審
議
会
を
設
置
し
、
消
防

組
織
を
含
め
た
今
後
の
あ
り
方

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

防
災
対
策
で
は
、
大
地
震
発

生
後
の
津
波
被
害
に
対
す
る
防

災
・
避
難
意
識
の
啓
発
と
人
的
被

害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
町
内

主
要
避
難
箇
所
の
標
高
を
計
測

し
、
標
高
看
板
を
設
置
し
ま
す
。

ま
た
、
せ
た
な
町
津
波
避
難

計
画
策
定
に
取
り
組
み
、（
仮

称
）
地
区
防
災
計
画
の
策
定
を
進

め
ま
す
。

河
川
の
整
備
に
つ
い
は
、
一

級
河
川
後
志
利
別
川
の
内
水
被

害
対
策
と
し
て
河
道
改
修
な
ど

実
施
し
、
二
級
河
川
太
櫓
川
な

ど
に
つ
い
て
も
事
業
の
早
期
完

成
に
向
け
国
や
北
海
道
に
対
し

て
要
請
し
ま
す
。

交
通
安
全
・
防
犯
・
消
費
者
対

策
に
つ
い
て
は
、
交
通
安
全
に

対
す
る
啓
発
活
動
や
、
交
通
安

全
教
育
な
ど
事
故
防
止
に
取
り

組
み
、
犯
罪
や
事
件
の
な
い
安

全
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に

努
め
ま
す
。

新
た
な
「
振
込
め

詐
欺
」
や
「
悪
質
商
法
」
か
ら
利

益
を
守
る
た
め
啓
発
活
動
に
努

め
ま
す
。

老
朽
化
し
た
町
有
施
設
の
解

体
に
つ
い
て
は
、
環
境
整
備
、
地

域
保
全
を
図
る
こ
と
か
ら
、
旧

丹
羽
中
学
校
校
舎
屋
体
・
旧
梅
花

都
小
学
校
校
舎
・
平
田
内
教
員
住

宅
２
棟
3
戸
を
解
体
し
、
以
降
、

年
次
計
画
に
よ
り
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。

道
路
網
の
整
備

（１）
国
道
に
つ
い
て
は
、
地
域
高

規
格
道
路
「
渡
島
半
島
横
断
道

路
」
及
び
国
道
２
２
９
号
の
整
備

促
進
、
ま
た
、
開
発
道
路
北
檜
山

大
成
線
に
つ
き
ま
し
て
、
広
域

観
光
の
促
進
と
産
業
振
興
に
波

及
効
果
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
早
期
供
用
に
向
け
要
請
活

動
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

道
道
に
つ
い
て
は
、
北
檜
山

大
成
線
の
拡
幅
改
良
の
早
期
完

成
と
、
八
雲
北
檜
山
線
の
道
路

改
良
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
要

請
し
て
ま
い
り
ま
す
。

町
道
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

雲
内
線
を
本
年
度
か
ら
２
ヶ
年

の
計
画
で
災
害
防
除
工
事
を
実

施
し
ま
す
。

教
育
の
充
実

（１）
子
ど
も
た
ち
が
自
ら
夢
と
希

望
を
も
ち
、
学
ぼ
う
と
す
る
意

欲
を
育
む
た
め
、
町
教
育
委
員

会
や
学
校
は
も
と
よ
り
、
各
教

育
関
係
機
関
を
は
じ
め
、
教
育

関
係
者
、
家
庭
や
地
域
の
方
々

と
も
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
せ

た
な
町
の
教
育
の
充
実
に
努
め

ま
す
。

町
民
一
人
ひ
と
り
が
、
充
実

し
た
心
豊
か
な
生
活
を
送
る
た

め
、
自
ら
を
深
め
る
学
習
活
動

を
支
援
し
、
自
然
豊
か
な
環
境

を
生
か
し
、
活
力
と
潤
い
あ
ふ

れ
る
人
間
性
豊
か
な
町
づ
く
り

に
努
め
ま
す
。

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

（１）
地
区
懇
談
会
で
は
、
よ
り
一

層
自
治
会
組
織
と
の
連
携
強
化

を
図
り
、
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り

の
意
欲
が
「
ま
ち
づ
く
り
」
に
生

か
さ
れ
る
よ
う
、
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
地
域
間
の
連
携
と
し

て
長
万
部
町
、
八
雲
町
、
今
金

町
、
せ
た
な
町
で
の
北
渡
島
・
檜

山
北
部
４
町
地
域
連
携
会
議
を

開
催
し
、
災
害
時
で
の
相
互
応

援
、
口
蹄
疫
等
が
発
生
し
た
場

合
の
家
畜
防
疫
対
策
な
ど
、
相

互
協
力
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と

し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
連
携
し
た

取
り
組
み
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
も
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

多
様
な
交
流
を
生
む

賑
い
の
あ
る
快
適
な
ま
ち

み
ん
な
で

つ
く
る
ま
ち

豊
か
な
人
間
性
と
文
化
を

は
ぐ
く
む
ま
ち

平成24年度町政執行方針
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一般会計収入（歳入）の内訳

予算
一般会計支出（歳出）の内訳

予算金額特別会計
17億633万円国民健康保険事業特別会計

1億2,898万5千円後期高齢者医療特別会計
9億8,905万5千円介護保険事業特別会計
6,730万7千円介護サービス事業特別会計
7億8,020万円簡易水道事業特別会計
2,388万1千円営農用水道等事業特別会計

４億1,271万4千円公共下水道事業特別会計
674万2千円漁業集落排水事業特別会計
4,844万9千円風力発電事業特別会計

平成24年度の予算が３月議会で認められ、一般会計予
算は83億3,325万7千円（前年度と比べ、3億8,058万5千円

（-4.4％）の減額）を町づくりの基本的な経費として、ス
タートすることになりました。
今まで同様事務の見直しをはじめとした様々な改革に

取り組み、町の規模にあった財政運営を進めます。

義務的経費(45.0%)
投資的経費(8.5%)

公債費(19.9%)
16億5,837万2千円

人件費(18.8%)
15億7,175万７千円

扶助費(6.2%)
5億1,462万8千円

補助費(19.1%)
15億8,851万4千円

維持補修費(2.8%)
2億3,105万9千円

物件費(12.9%)
10億7,790万4千円

普通建設
事業費(8.5%)
7億724万円

その他の経費(46.6%)

その他(11.8%)
9億8,378万3千円

支出合計

83億
3,325万7千円

自主財源（14.8%）

依存財源（85.2%）

国庫支出金(3.4%)
2億7,844万2千円

町債(8.1%)
6億7,780万円

道支出金（4.1%)
3億3,768万8千円

地方交付税（66.6%）
55億5,190万6千円

使用料・手数料（2.5%）
2億321万3千円

地方譲与税等(3.0%)
2億5,180万円

町税(7.5%)
6億2,804万6千円

収入合計

83億
3,325万7千円

分担金・負担金（2.3%）
1億9,001万2千円

繰入金ほか（2.5%）
2億1,435万円

平成24年度

予算金額企業会計

12億5,586万円収益的収支
病院事業会計

6,967万6千円資本的支出

内 容項 目

町民税、固定資産税など町税

収入

施設などの使用料、各種証明手数料など使用料・手数料
積み立てている基金から使われる財源など繰入金
特定の利益を受けた（受ける）人の負担金など分担金・負担金
地方公共団体の財政力に応じて、国税から一定の基準により配分される財源地方交付税
国や銀行などからの借入金町債
特定の事業に対して北海道や国から交付される財源道支出金・国庫支出金
土地・建物貸付収入、前年度の繰越金などその他
借入金の返済にかかる経費公債費

支出

職員の給料、議員報酬など人件費
高齢者・児童・心身障害者などに行っている様々な支援に要する経費扶助費
道路・学校などの公共施設の新増設事業を行う経費など普通建設事業費
各団体に対する助成金や一部事務組合への負担金など補助費
賃金・旅費・需用費・役務費など物件費
道路や河川などの維持的な経費維持補修費
特別会計への繰出金や基金への積立金などその他

一般会計 町の会計の中心をなすもので、行政運営の基本的な経費が組まれている会計
特別会計・企業会計 一般会計に対して、特定の事業を区別して別個に処理するための会計
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繋
幼
児
教
育
の
充
実

北
檜
山
幼
稚
園
で
は
、
家
庭

と
連
携
し
つ
つ
園
児
一
人
ひ
と

り
の
特
性
を
理
解
し
た
中
で
、

基
本
的
生
活
習
慣
や
協
調
性
、

集
団
性
が
身
に
つ
く
よ
う
指
導

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
幼
稚
園
か
ら
小
学
校

へ
の
学
び
の
連
続
性
を
維
持
す

る
た
め
、
幼
・
小
の
連
携
を
強
め

て
ま
い
り
ま
す
。

罫
義
務
教
育
の
充
実

子
ど
も
の
主
体
的
な
学
び
を

尊
重
す
る
中
で
、
「
確
か
な
学

力
」「
豊
か
な
心
」「
健
や
か
な
体
」

を
育
む
教
育
課
程
を
推
進
し
ま

す
。

「
確
か
な
学
力
」
に
つ
い
て
は
、

基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
及
び
技

能
の
活
用
を
図
る
学
習
活
動
を

重
視
し
、
「
分
か
る
、
で
き
る
」

授
業
を
め
ざ
し
、
児
童
・
生
徒
の

学
習
習
慣
の
確
立
に
取
り
組
み

ま
す
。
さ
ら
に
、
児
童
・
生
徒
の

読
書
習
慣
の
確
立
に
向
け
た
取

り
組
み
、
英
語
指
導
助
手
（
A
L

T
）
を
有
効
活
用
し
小
学
校
外
国

語
活
動
を
よ
り
充
実
し
て
ま
い

り
ま
す
。

「
豊
か
な
心
」
の
育
成
に
つ
い

て
は
、
思
い
や
り
や
命
の
尊
さ

を
全
教
育
活
動
を
通
し
た
道
徳

教
育
を
充
実
さ
せ
、
自
然
体
験

や
奉
仕
活
動
の
中
で
、
内
面
の

健
全
育
成
に
努
め
ま
す
。

「
健
や
か
な
体
」
に
つ
い
て
は
、

家
庭
と
連
携
し
「
早
寝
・
早
起
き
・

朝
ご
は
ん
の
励
行
」「
テ
レ
ビ
や

ゲ
ー
ム
の
視
聴
時
間
の
見
直
し
」

な
ど
の
生
活
リ
ズ
ム
の
確
立
、

運
動
の
習
慣
化
を
通
し
た
体
力

づ
く
り
の
指
導
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
給
食
指
導
な
ど
に
よ

り
、
健
や
か
な
体
と
食
習
慣
の

指
導
を
一
層
充
実
し
て
ま
い
り

ま
す
。

茎
高
等
学
校
教
育

瀬
棚
商
業
高
等
学
校
は
、
平

成

年
3
月
末
で
閉
校
と
な
り

25
ま
す
が
、「
こ
の
学
校
で
学
ん
で

よ
か
っ
た
」
と
誇
り
を
持
っ
て
巣

立
っ
て
い
け
る
学
校
づ
く
り
を

一
層
推
進
し
ま
す
。
閉
校
後
の

校
舎
活
用
に
つ
い
て
は
、
今
年

度
中
に
関
係
者
と
協
議
を
し
決

定
し
ま
す
。

荊
信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り

学
校
の
経
営
方
針
や
活
動
に

つ
い
て
、
保
護
者
・
地
域
の
皆
さ

ん
か
ら
の
意
見
を
取
り
入
れ
た

学
校
運
営
を
進
め
ま
す
。
さ
ら

に
、
自
己
評
価
や
学
校
関
係
者

評
価
の
実
施
・
公
表
を
行
い
、
地

域
に
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
を

推
進
し
ま
す
。

蛍
教
職
員
の
資
質
能
力
の
向
上

校
内
研
修
や
町
教
育
研
究
会

で
の
サ
ー
ク
ル
研
究
、
授
業
研

究
会
の
実
施
な
ど
、
教
職
員
が

相
互
に
実
践
力
を
高
め
る
研
修

活
動
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
教
職
員
は
教
育
公
務

員
と
し
て
児
童
・
生
徒
の
模
範
と

な
る
べ
き
立
場
で
あ
る
こ
と
の

自
覚
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
深
め
、

法
令
遵
守
や
不
祥
事
防
止
等
、

服
務
規
律
の
徹
底
を
図
り
ま
す
。

計
学
校
安
全
、
防
災
・
防
犯
教
育

の
充
実

「
学
校
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
の
実
践
的
な
取
組
を
進
め
、

火
災
や
自
然
災
害
（
地
震
・
津
波
・

洪
水
な
ど
）、
授
業
や
部
活
動
中

の
事
故
、
交
通
事
故
や
不
審
者

へ
の
対
応
な
ど
、
防
災
・
防
犯
教

育
を
強
化
し
、
自
ら
の
命
を
守

る
力
を
育
成
し
ま
す
。

詣
教
育
環
境
・
条
件
整
備

情
報
教
育
の
充
実
に
向
け
た

パ
ソ
コ
ン
機
器
導
入
事
業
、
大

成
中
学
校
屋
内
体
育
館
暗
幕
設

置
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
食
器
・

食
缶
等
洗
浄
機
更
新
事
業
を
行

い
ま
す
。

学
校
配
置
計
画
は
、
検
討
を

重
ね
平
田
内
小
学
校
及
び
島
歌

小
学
校
が
平
成

年
3
月
末
で

24

閉
校
し
、
長
磯
小
学
校
も
平
成

学
校
教
育
の
推
進

「生きる力を育むために、子どもた
ちの未来のために…」

平成24年度教育行政執行方針

第１回せたな町議会定例会で髙野教育長が示した
せたなの教育の目指す姿と取り組みをお伝えします。
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年
3
月
末
に
閉
校
す
る
こ
と

25に
な
り
ま
し
た
。
他
の
地
区
に

つ
い
て
も
、
今
後
適
正
配
置
に

当
た
っ
て
地
域
事
情
に
十
分
配

慮
し
、
保
護
者
・
地
域
と
協
議
し

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
閉
校
と

な
っ
た
小
学
校
の
校
舎
に
つ
い

て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
有
効
な
活
用

つ
い
て
協
議
し
て
ま
い
り
ま
す
。

繋
生
涯
学
習
を
促
進
す
る
社
会

教
育
活
動

町
民
の
学
習
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
た
め
、
生
涯
学
習
講
座
や
学

校
開
放
講
座
、
カ
ル
チ
ャ
ー
教

室
な
ど
の
事
業
を
継
続
し
、
多

様
化
・
高
度
化
す
る
学
習
要
望
に

対
応
し
ま
す
。

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

健
や
か
な
成
長
を
育
む
た
め
、

地
域
全
体
で
教
育
に
取
り
組
む

体
制
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
学

校
支
援
事
業
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
支
援
体
制
の
成
果
を

活
か
し
、
地
域
教
育
力
の
向
上

に
努
め
ま
す
。

読
書
活
動
は
、
読
書
に
親
し

む
環
境
づ
く
り
を
進
め
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
団
体
と
連
携
し

読
書
普
及
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
新
生
児
を
対
象
と
し

た
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
に
つ

い
て
は
、
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
取
り
組
み
に
よ
り
大

き
な
成
果
が
あ
り
、
さ
ら
な
る

充
実
に
努
め
ま
す
。

罫
青
少
年
の
健
全
育
成

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
に

は
家
庭
に
お
け
る
教
育
力
の
向

上
が
大
切
で
す
。
そ
の
た
め
に
、

家
庭
教
育
学
級
な
ど
子
育
て
に

関
す
る
学
習
機
会
の
充
実
に
努

め
ま
す
。

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
社
会

性
や
人
間
性
を
育
む
た
め
実
施

し
て
い
る
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー

養
成
事
業
、
放
課
後
や
休
日
を

活
用
し
た
各
種
体
験
活
動
の
充

実
に
努
め
ま
す
。

茎
芸
術
・
文
化
の
振
興

町
民
が
地
域
を
愛
し
、
心
に

豊
か
さ
と
生
活
に
潤
い
を
も
た

ら
す
芸
術
文
化
活
動
の
推
進
に

努
め
ま
す
。
町
民
文
化
祭
な
ど

芸
術
・
文
化
活
動
の
成
果
を
発
表

す
る
場
の
充
実
に
努
め
、
さ
ら

に
本
年
度
は
、
文
化
講
演
会
、
小

学
生
対
象
の
演
劇
鑑
賞
会
を
開

催
し
ま
す
。

郷
土
芸
能
並
び
に
文
化
財
は
、

地
域
の
貴
重
な
財
産
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
郷
土
芸
能
団
体
の
活

動
を
支
援
し
、
ま
た
、
文
化
財
の

保
護
・
活
用
に
つ
い
て
も
、
適
切

な
整
理
・
保
存
に
努
め
な
が
ら
、

郷
土
学
習
で
活
用
を
図
り
ま
す
。

荊
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

町
民
の
皆
さ
ん
が
気
軽
に
ス

ポ
ー
ツ
や
健
康
づ
く
り
に
親
し

む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
各
種

ス
ポ
ー
ツ
教
室
・
講
座
の
開
催
や

町
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
の
充

実
を
図
り
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

の
普
及
な
ど
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の

推
進
に
努
め
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
に
つ

き
ま
し
て
は
、
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
の

助
成
を
受
け
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
体
育
館
等
の
屋
根
・
外
壁
の

改
修
、
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

プ
ー
ル
及
び
大
成
町
民
プ
ー
ル

ト
イ
レ
の
水
洗
化
、
町
民
体
育

館
消
火
設
備
設
置
な
ど
施
設
整

備
に
取
り
組
み
ま
す
。

蛍
国
際
交
流
の
充
実

国
際
交
流
の
推
進
と
し
て
北

海
道
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
が
実

施
し
て
い
る
「
国
際
交
流
夏
の
つ

ど
い
」
を
本
年
度
も
受
け
入
れ
ま

す
。ア

メ
リ
カ
・
ハ
ン
フ
ォ
ー
ド
市

と
の
姉
妹
都
市
交
流
は
、
本
年

度
ハ
ン
フ
ォ
ー
ド
市
か
ら
の
訪

問
団
を
受
け
入
れ
る
こ
と
と
し

て
お
り
、
友
好
の
絆
を
さ
ら
に

深
め
、
姉
妹
都
市
交
流
推
進
協

議
会
と
の
連
携
に
努
め
ま
す
。

社
会
教
育
の
推
進
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2月27日、せたな町と今金町、八雲町、長万部町の

４町が、災害時の相互応援に関する協定を結びました。

この４町は、近隣町でありながら中央に山岳地帯が

あり、せたな町は日本海、今金町は内陸地帯、八雲町

は太平洋と日本海、長万部町は太平洋と異なる地理的

条件にあります。大規模災害があった時は、そろって

大きな被害を受ける可能性が低いことから、いち早く

被害を受けた町を応援するために協定を結びました。

この協定では、食料、飲料水、生活必需品、救助活

動に必要な車両など提供、職員の派遣、一時避難所の

提供のなど、被害を受けた町が、必要とする支援を速

く受けることができるように定められています。

北渡島・檜山北部4町災害時相互応北渡島・檜山北部4町災害時相互応援援
せたな町・今金町・八雲町・長万部町で災害時の「助け合い」を約束する協定を結びましせたな町・今金町・八雲町・長万部町で災害時の「助け合い」を約束する協定を結びましたた

協定書を手にする４町の町長。左から高橋貞
光せたな町長、外崎秀人今金町長、川代義夫八
雲町長、白井捷一長万部町長

２月２４日、せたな町医療等対策審議会が開催され、

町長から、せたな町立国保病院大成診療所の改築整備

について諮問されました。

大成診療所の改築整備については、平成18年12月、

せたな町医療等対策審議会により答申された「せたな

町の医療体制のあり方について」の中で、『現施設の老

朽化が著しく、部分的な修繕等で対応しきれない状態

であることから、診療所化に伴って適正な規模の改築

整備を行うべきである。』とされています。

今後、大成診療所については、将来に向けて持続可能な診療体制を考慮した中で、施設の改築整

備についての具体的な議論を進めていくこととなります。

せたな町医療等対策審議せたな町医療等対策審議会会
医療等対策審議会委員、大成診療所施設を視医療等対策審議会委員、大成診療所施設を視察察
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せたな町瀬棚区大里地区周辺において、風況調査等がされている風力発電事業計画に関し、
環境影響評価の方法を記載した「環境影響評価方法書」を次のとおり縦覧します。

【お問い合せ先】 瀬棚総合支所 産業建設課 山０１３７－８７－３３１１

○縦覧場所

本庁 産業振興課／各総合支所 産業建設課

○縦覧期間

平成２４年３月３０日（金）～ 平成２４年４月３０日（月）（土・日・祝日を除く）

○意見書受付場所

各縦覧場所（投函箱へ投函してください）

○意見書受付期間

平成２４年３月３０日（金）～ 平成２４年５月１４日（月）

「野焼き」「不法投棄」は犯罪です！
家庭や事業所から出たゴミを屋外で焼却することは法律で禁じら
れています。
屋外焼却（野焼き）は、煙・悪臭などにより隣近所への迷惑とな
り、ダイオキシンなどの有害物質を発生させるため絶対にやめま
しょう。
また、河川や道路、山林や田畑などへゴミ（廃棄物）や家電製品を
捨てたり放置することも法律で禁じられています。
※私有地でもごみの放置は法律で禁じられています。
※法律に違反した場合は、「５年以下の懲役もしくは1,000万円以下の罰金」に処されます。

犬・猫の飼い主は「ルール」「マナー」を守り責任を持って飼いましょう！

犬・猫を飼う方は、ルールとマナーを必ず守り、他人へ迷惑をかけないよう
にしましょう。
■犬を散歩させるときは、フンを処理する袋を持参し、必ず持ち帰りましょう。
■犬の放し飼いは絶対に止めましょう。
■野良猫を増やさないためにも、猫は室内で飼いましょう。
■野良猫への餌付けは絶対に止めましょう。

【お問い合せ先】 本庁：町民児童課環境衛生係 殺84-5111

大成総合支所：地域町民課環境衛生係 殺4-5511／瀬棚総合支所：地域町民課環境衛生係 殺87-3311

昨
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３
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そ
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礼
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。

せ
た
な
町
長

高
橋
貞
光

■日本赤十字社
北海道支部受付額 58億

■日本赤十字社
受付額 3,102億

■被災都道県への
送金額 3,466億

■被災者への配分額 2,879億

※上記金額は全て2月末現在

風力発電計画に係る環境影響評価の方法書縦覧
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高齢者虐待について
こうれいしゃぎゃくたい

■「高齢者虐待」という言葉をご存知でしょうか。読んで字のごとく、高

齢者を虐待する行為ですが、暴言や暴力をふるうのはもちろん、例えば、

子どもが親に必要な介護をしない（ネグレクト）だとか、年金や財産を

使ってしまうようなこと（経済的虐待）も、高齢者虐待の一種です。

■以前は、「法は家庭に立ち入らず」などと言われていましたが、最近では

虐待が疑われる場合には、積極的に間に入って高齢者の権利を守ろうと

いう考え方が広まってきており、高齢者虐待防止法などによって、助言を受けたり、保護を受けたりする

ことができます。

■法テラス江差では、今は高齢者虐待の相談は少数ですが、刑事事件などでは背景に高齢者虐待が潜ん

でいて、両親が困り果てていることがあります。また、高齢者虐待は、被害者である高齢者の判断力が

低下していることも多く、周囲の人が気づいてあげることが大切です。

■高齢者虐待の背景には、不況で職がないなどの事情もありますが、たとえ家族であっても、親の財産を

食い物にしていい訳はありません。皆さんの周りに虐待を受けている方、虐待を受けているのではな

いかと疑われる方がいましたら、ぜひ法テラスにご相談ください。（弁護士 中野宏典）

予約制興法テラス江差法律事務所 撮050-3383-5563 興

こんにちは！ 法テラスです！ テラス江差通信 №5

【問い合わせ先】函館年金事務所殺０１３８-５６-１１６5／本庁町民児童課[担当/吉田]殺84-5111（内１１３４）
瀬棚総合支所地域町民課[担当/西田]殺87-3311（内3000）／大成総合支所地域町民課[担当/萩原]殺4-5511（内２１1８）

「カラ期間」をご存知ですか？

戸籍年金係からのお知らせ

瀬棚海上保安署からのお知らせ

【お問い合せ先】 瀬棚海上保安署 撮０１３７－８７－３９９９

春が近づくと、プレジャーボートでの沖釣りを楽しむ愛好者の方々増えます。
プレジャーボートを運航する際は、適切な発航前点検を行いましょう。
機関故障、運航阻害（バッテリー過放電、燃料欠乏）、舵障害がプレジャーボート海難の三割を占めてい
ます。洋上で航行不能となると、他船が向かってきても避けられない、海が荒れても避難できない、直ぐ
に救助されるとは限らない、という状態になります。特に、長期間使用していない場合は、確実に点検を
行いましょう。

◇加入期間が足りないときの「カラ期間」
老齢基礎年金を受けるためには、２５年以上保険料を納めたか、保険料を免除された期間があることが
必要です。ところが、いざ手続きを行ったとき「加入期間が足りない！」といった深刻な話を耳にする
ことがあります。
「カラ期間」は、年金を受けるための２５年の期間に計算されます。この主なものは、昭和３６年４月以
後の２０～６０歳未満の期間に、国民年金に任意加入できたが加入しなかった次の期間となっています。
①昭和６１年３月までの厚生年金などの加入者の被扶養配偶者
②平成3年３月までの学生 ③海外在住の日本人 など

◇「カラ期間」は本人の申出が必要です
「カラ期間」は、年金の未加入期間となっているため、その記録が残されていません。原則、本人の
申出により「カラ期間」の有無が調査されることになっています。「カラ期間」となる可能性があると
思われる方は、年金事務所または役場の担当窓口に相談してください。

◇「カラ期間」がなく年金を受けるための25年に少し足りない…という方は…
「カラ期間」がないために２５年の資格期間を満たすことができない方は、６０～７０歳になるまでの間に、
国民年金に任意加入することができます。この場合の保険料の額は、一般の第１号被保険者と同じく平
成24年度は月額14,980円となっています。

興函館年金事務所による年金相談（完全予約制） ４月４日（水）１1:00～15:20／せたな町役場

プレジャーボート「発航前点検」を！
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2月19日、平田内小学校の閉校式が同校体育館で行われました。

在校児童7名と教職員、卒業生や地域住民ら180人が参列し、思い出

の学び舎に別れを告げました。

出席者は、大自然の中で少人数だから学べたことへの感謝の気持

ちを、そして7名の児童は思い出と新しい学び舎への期待を胸に抱

き、平田内小学校の１３１年の長い歴史に幕をおろしました。

■■「ありがとう」そして「さようなら■「ありがとう」そして「さようなら」」
平田内小学平田内小学校校、島歌小学校閉校式、島歌小学校閉校式

みんなで歌う最後の校歌斉唱

生徒を代表し、成田光咲さんがあいさつ

2月26日、島歌小学校の閉校式が同校体育館で行われました。在

校児童9名と教職員、他130人が参列し、思い出の学び舎に別れを告

げました。

式の中では、島歌小学校児童会長 成田光咲さんが「島歌小がな

くなると聞いたときはとてもびっくりしました。先生や地域のみな

さんに支えられて今の私たちがいます。島小で学んだことは絶対忘

れません。」とお別れの言葉を述べました。

参加者全員の思い出とともに、島歌小学校の127年の長い歴史に

幕をおろしました。

２月２４日、役場応接室で、山崎峰男檜山振興局長から原田康彦さ

ん（北檜山区愛知）へ「北海道青年林業士」の認定証が授与されま

した。

この「北海道青年林業士」とは、地域の森林づくりに強い熱意と

指導性を有している林業後継者である若手リーダーが認定される

ものです。

平成２３年度檜山振興局管内では、原田さんが唯一認定され、これ

からの活躍が期待されています。

■■原田康彦さん（北檜山区愛知）へ「北海道青年林業士」の認定証授与原田康彦さん（北檜山区愛知）へ「北海道青年林業士」の認定証授与！！

左から高橋町長、原田康彦さん、
山崎峰男檜山振興局長

３月１日、町長室で、渋谷 博さん（瀬棚区本町）が永年の交

通安全指導員としての活動が認められ、北海道善行賞（交通安全

実践者）の表彰状と記念品が高橋町長より伝達されました。

渋谷さんは、平成６年から１７年間交通安全指導員として活躍さ

れ、現在も地域住民の交通事故防止、また交通安全意識が高まる

よう努力されており「これから気持ちを新たに益々頑張ります」

と、高橋町長に決意を言葉を述べました。

■■渋谷 博さん（瀬棚区本町）が北海道善行賞（交通安全実践者）を受賞渋谷 博さん（瀬棚区本町）が北海道善行賞（交通安全実践者）を受賞！！

高橋町長から北海道善行賞を
授与された渋谷 博さん

校旗は高橋町長に返納されました

みんなで歌う最後の校歌斉唱
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ちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちち
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
ち
～

長
万
部
町

～
ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト
！
～

あ
や
め
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

あ
や
め
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
が
４
月

日
２０

（
金
）
に
オ
ー
プ
ン
の
予
定
で
す
！

全

ホ
ー
ル

３６

の
ほ
か
、
町
花
で
あ
る
「
あ
や
め
」
な
ど
の
花
壇
が

整
備
さ
れ
て
お
り
、
６
月
下
旬
～
７
月
中
旬
に
は
、

多
数
の
「
あ
や
め
」
が
咲
き
ほ
こ
り
ま
す
。
●
プ

レ
ー
代
（
町
外
）
／
１
日
券
…
大
人
5
0
0
円
／
小

人
3
0
0
円
／
そ
の
他
回
数
券
も
あ
り
ま
す
！
●

用
具
貸
出
／
無
料
●
お
問
い
合
わ
せ
先
／
長
万
部

町
役
場
建
設
課
撮
0
1
3
7
7
・
2
・
2
4
5
6

八
雲
町

春
か
ら
シ
ェ
イ
プ
・
ア
ッ
プ
！

『
八
雲
町
温
水
プ
ー
ル
』

4
月
下
旬
か
ら
は
、
幼
児
・
小
学
生
、
一
般
を
対

象
に
「
水
泳
・
水
中
運
動
教
室
」
が
開
か
れ
ま
す
。

町
外
の
方
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る

1
回

分
程
度
の
水
泳
・
水
中
運
動
「
ワ
ン
ポ
イ
ン

15

ト
ア
ド
バ
イ
ス
」
も
実
施
中
！
お
気
軽
に
声
を
お
か

け
く
だ
さ
い
。、
小
学
館
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
！
●
開
館
時
間
／
水
～
金
曜
日

時
～

１４

時

分
・
土
曜
日

時
～

時
※
５
月
か
ら
は
火

２０

３０

１４

１７

曜
日
も
開
館
し
ま
す
（

時
～

時

分
）
●
使
用

１４

２０

３０

料
／
大
人
３
０
０
円
／
高
校
生
・

歳
以
上
2
0
0

６０

円
／
小
・
中
学
生
１
０
０
円
●
お
問
い
合
わ
せ
先
／

八
雲
町
温
水
プ
ー
ル
撮
0
1
3
7
・
6
3
・
3
2
3
8

八
雲
町
熊
石
地
域

熊
石
青
少
年
旅
行
村

４
月

日
オ
ー
プ
ン

２９

平
田
内
川
沿
い
に
広
が
る
キ
ャ
ン
プ
場
「
熊
石
青

少
年
旅
行
村
」。
広
大
な
芝
生
に
お
お
わ
れ
、
ほ
ど

よ
く
点
在
す
る
樹
木
が
爽
や
か
な
木
陰
を
つ
く
り

出
し
ま
す
。
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
・
キ
ノ
コ
ロ
グ
は
子
ど

も
に
大
人
気
。
ま
た
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
施
設
や

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
コ
ー
ナ
ー
・
キ
ャ
ビ
ン
な
ど
宿
泊
で

も
日
帰
り
で
も
十
分
満
足
い
た
だ
け
ま
す
。
●
入

村
料
（
１
人
１
日
）
／
小
・
中
学
生
２
０
０
円
／
高

校
生
以
上
４
０
０
円
●
お
問
い
合
わ
せ
先
／
旅
行

村
管
理
棟
撮
０
１
３
９
８
・
２
・
３
７
１
６

今
金
町

『
奥
美
利
河
温
泉
山
の
家
』

４
月
下
旬
オ
ー
プ
ン
（
予
定
）

冬
期
間
閉
ざ
さ
れ
て
い
た
「
奥
美
利
河
温
泉
山
の

家
」
が
４
月
下
旬
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
で
す
。
山
中

health

み
な
さ
ん
悩
ま
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

～
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
の
お
話
～

釜
保
健
師
か
ら
の
健
康
ア
ド
バ
イ
ス

今月の担当

北檜山区

長谷川久恵
です

ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
の

患
者
は
1
9
7
0
（
昭

）
４５

年
頃
か
ら
急
増
し
、
今
な

お
増
加
し
て
い
る
と
言
わ

れ
、
人
口
の
約

％
が
悩

30

ま
さ
れ
て
い
ま
す
。

姿
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
っ
て
？

ア
レ
ル
ギ
ー
の
原
因
物
質

（
ス
ギ
、
ブ
タ
ク
サ
、
ハ
ウ
ス
ダ

ス
ト
（
家
の
中
の
ほ
こ
り
）、
ダ

ニ
な
ど
）
に
よ
る
、
鼻
粘
膜
の
ア

レ
ル
ギ
ー
疾
患
の
こ
と
で
、
主

な
症
状
は
「
く
し
ゃ
み
」「
水
の

よ
う
な
鼻
汁
」「
鼻
づ
ま
り
」
が

あ
り
ま
す
。
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻

炎
は
通
年
性
と
季
節
性
に
分
け

ら
れ
、
通
年
性
は
ハ
ウ
ス
ダ
ス

ト
や
ダ
ニ
が
原
因
の
も
の

が
多
く
、
季
節
性
の
ほ
と

ん
ど
は
花
粉
症
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

日
本
で
は
ス
ギ
花
粉
症

の
患
者
が
多
い
で
す
が
、

北
海
道
に
は
ス
ギ
が
少
な

い
た
め
、
ス
ギ
花
粉
症
の

患
者
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
あ

り
ま
せ
ん
。
北
海
道
で

は
、
春
に
シ
ラ
カ
バ
、
夏
は
イ

ネ
科
の
植
物
、
秋
に
は
ヨ
モ
ギ

な
ど
の
雑
草
類
の
花
粉
が
飛

び
、
花
粉
症
患
者
の
多
く
は
シ

ラ
カ
バ
花
粉
症
で
あ
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

姿
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
は
完
治

す
る
の
？

ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
の
治
療

は
、
日
常
生
活
に
支
障
の
な
い

状
態
に
す
る
こ
と
が
目
標
で

す
。
鼻
炎
の
原
因
を
明
ら
か
に

し
、
患
者
自
身
の
生
活
改
善
と
、

症
状
に
応
じ
た
服
薬
で
の
治
療

が
主
と
な
り
ま
す
。

完
治
の
可
能
な
治
療
方
法
も

あ
り
ま
す
が
、
副
作
用
や
長
期

の
治
療
が
必
要
と
い
う
問
題
点

も
あ
り
、
一
般
的
に
は
重
症
な

患
者
に
使
わ
れ
ま
す
。

市
販
の
薬
に
つ
い
て
は
、
一

般
的
に
病
院
で
処
方
さ
れ
る
薬

よ
り
も
効
果
は
穏
や
か
に
な
っ

て
い
ま
す
。
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻

炎
と
風
邪
の
症
状
は
似
て
い
ま

す
の
で
、
単
に
鼻
汁
と
い
っ
た

症
状
だ
け
で
選
ば
ず
、
ア
レ
ル

ギ
ー
性
鼻
炎
に
効
く
こ
と
を
確

認
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
薬
剤
師
に
相
談
さ
れ
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

姿
症
状
を
軽
く
す
る
た
め
こ
ん

な
こ
と
に
気
を
付
け
よ
う
！

【
ハ
ウ
ス
ダ
ス
ト
・
ダ
ニ
】

・
室
内
の
掃
除
に
は
排
気
の
出

な
い
掃
除
機
を
使
い
、
ゆ
っ
く

り
と
時
間
を
か
け
、
週
に
２
回

以
上
掃
除
し
ま
し
ょ
う
。

・
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
、
畳
の
上
に

カ
ー
ペ
ッ
ト
を
ひ
か
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

・
寝
具
の
マ
ッ
ト
、
ふ
と
ん
、

枕
に
ダ
ニ
を
通
さ
な
い
カ
バ
ー

を
か
け
ま
し
ょ
う
。

・
部
屋
の
湿
度
は

%
、
室
温
は

50

～

℃
に
保
ち
ま
し
ょ
う
。

20

25

【
花
粉
】

・
花
粉
情
報
に
注
意
し
、
花
粉

が
飛
び
散
る
時
期
は
外
出
を
控

え
、
家
に
い
る
と
き
は
窓
、
戸

を
閉
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

・
外
出
す
る
時
は
マ
ス
ク
、
メ

ガ
ネ
を
使
い
、
表
面
が
毛
羽

立
っ
た
毛
織
物
な
ど
の
コ
ー
ト

は
避
け
ま
し
ょ
う
。

・
帰
宅
し
た
時
は
、
衣
服
や
髪

を
よ
く
払
い
、
洗
顔
や
う
が
い

、
鼻
を
か
む
な
ど
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

睡
眠
を
よ
く
と
り
、
規

則
正
し
い
生
活
習
慣
を
保

つ
こ
と
は
、
正
常
な
免
疫

機
能
を
保
ち
ま
す
。

ま
た
、
お
酒
の
飲
み
過

ぎ
に
気
を
つ
け
、
タ
バ
コ

を
控
え
る
こ
と
は
、
鼻
の

粘
膜
を
正
常
に
保
つ
た
め

に
必
要
で
す
。

健
康
管
理
に
気
を
付
け

て
、
つ
ら
い
こ
の
時
期
を

乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。
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に
た
た
ず
む
「
山
の
家
」。
ち
ょ
っ
と
ぬ
る
め
の
温

泉
は
、
ゆ
っ
く
り
つ
か
れ
る
癒
し
の
空
間
。
自
然

が
贅
沢
だ
と
感
じ
る
瞬
間
で
す
。
●
料
金
／
日
帰

り
入
浴
大
人
3
0
0
円
・
小
学
生
1
5
0
円
・
幼
児

無
料
／
宿
泊
料
大
人

6
2
4
0
円
・
小
学
生

5
5

6
5
円
（
１
泊
２
食
付
税
込
み
）
●
お
問
い
合
わ
せ

先
・
予
約
申
し
込
／
ク
ア
プ
ラ
ザ
ピ
リ
カ
撮
0
1
3

7
・
8
3
・
7
1
1
1

せ
た
な
町
北
檜
山
区

『
北
檜
山
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
』

４
月

日
（
予
定
）
オ
ー
プ
ン
！

１４

「
日
本
一
の
ロ
ン
グ
ホ
～
ル
」
が
あ
る
北
檜
山
グ

リ
ー
ン
パ
ー
ク
・
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
が
、
４
月

日
１４

（
予
定
）
オ
ー
プ
ン
！
遊
楽
部
岳
も
望
め
る
雄
大
な

自
然
の
中
で
、
ア
ナ
タ
も
思
い
っ
き
り
プ
レ
ー
し

て
み
ま
せ
ん
か
？
●
１
ラ
ウ
ン
ド
／
高
校
生
以
上

３
０
０
円
／
中
学
生
以
下
・

歳
以
上
１
０
０
円
●

７０

１
日
券
／
そ
れ
ぞ
れ
１
ラ
ウ
ン
ド
の
２
回
分
●
回

数
券
／

ラ
ウ
ン
ド
用
３
０
０
０
円
●
用
具
一
式

１２

／
２
０
０
円
●
問
い
合
わ
せ
先
／
産
業
振
興
課
撮

0
1
3
7
・
8
4
・
5
1
1
1
／
北
檜
山
グ
リ
ー
ン

パ
ー
ク
撮
0
1
3
7
・
8
6
・
0
5
3
0

せ
た
な
町
瀬
棚
区

ご
予
約
受
付
中
で
す
！

せ
た
な
青
少
年
旅
行
村

せ
た
な
青
少
年
旅
行
村
が
４
月
中
旬
オ
ー
プ

ン
！
キ
ッ
チ
ン
、
水
洗
ト
イ
レ
、
冷
蔵
庫
、
テ
レ

ビ
、
暖
房
器
具
な
ど
設
備
が
充
実
し
て
い
る
ケ
ビ

ン
は
毎
年
大
人
気
！
早
め
の
ご
予
約
を
！
も
ち
ろ

ん
バ
ン
ガ
ロ
ー
や
持
込
テ
ン
ト
サ
イ
ト
も
あ
り
ま

す
よ
～
た
く
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
●
問
い
合
わ
せ
先
／
瀬
棚
総
合
支
所
撮
0
1

3
7
・
8
7
・
3
3
1
1

せ
た
な
町
大
成
区

身
も
心
も
あ
っ
た
か
！

国
民
宿
舎『
あ
わ
び
山
荘
』

貝
取
澗
渓
谷
の
雄
大
な
自
然
に
ひ
っ
そ
り
と
抱

か
れ
て
い
る
「
あ
わ
び
山
荘
」。
露
天
風
呂
に
つ
か

り
な
が
ら
心
と
身
体
を
癒
し
、
地
元
の
旬
の
素
材

を
い
か
し
た
郷
土
料
理
で
ゆ
っ
た
り
と
リ
ラ
ッ
ク

ス
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。
●
場
所
／
せ
た

な
町
大
成
区
貝
取
澗
●
宿
泊
料
／
大
人
7
6
0
0

円
、
小
学
生
6
0
6
0
円
、
幼
児
1
4
6
0
円
（
寝

具
の
ご
利
用
の
み
）
●
問
合
せ
先
／
国
民
宿
舎
あ
わ

び
山
荘
撮
0
1
3
9
8
・
4
・
5
5
2
2

チュン介からのお願いだよ～
特定健診は、受診率が定められているんだ。だから
皆さんの協力が必要です。40～74歳で、せたな町国
民健康保険に加入している皆さん受診してね～

特定健診伝言板

北檜山区

項目場所日月

特定健診、胃・肺・大腸・前立腺がん検診、肝炎ウィルス検査、エキノコックス症検査

健康センター

１５日蚊／１６日俄

４ 子宮がん検診20日画

乳がん検診２２日蚊

頭の検診１８日画／１９日臥
５

頭の検診２８日俄／２９日峨

子宮がん検診2７日臥１０

乳がん検診3日臥

１１
特定健診、胃・肺・大腸・前立腺がん検診、肝炎ウィルス検査、

エキノコックス症検査

若松イエローパレス17日臥

丹羽水仙パレス1８日蚊

健康センター2日臥／３日蚊２

平成24年度の各種検診日程のお知らせです

瀬棚区

項目場所日月

頭の検診

保健センター

２４日牙／２５日画／２６日臥５

特定健診、胃・肺・大腸・前立腺がん検診、肝炎ウィルス検査、エキノコックス症検査22日蚊／23日俄７

乳がん検診28日蚊１０

子宮がん検診25日蚊１１

特定健診、胃・肺・大腸・前立腺がん検診、肝炎ウィルス検査、エキノコックス症検査27日蚊１

大成区

項目場所日月

特定健診、胃・肺・大腸・前立腺がん検診、肝炎ウィルス検査、

エキノコックス症検査

町民センター13日画
4

長磯生活改善センター14日臥

頭の検診

町民センター

２1日俄／２2日峨／２3日我5

特定健診、胃・肺・大腸・前立腺がん検診、肝炎ウィルス検査、エキノコックス症検査8日臥9

乳がん検診4日蚊
11

子宮がん検診26日俄

姿お問い合わせ・お申込みは保健師まで！姿
北檜山区：本庁保健センター内 殺0137-84-５９８４
瀬棚区 ：瀬棚総合支所内 殺0137-87-3311
大成区 ：大成総合支所内 殺01398-4-5511

葛平成２４年度の検診日程は、多くの皆さんに受診してもらいたいことから、土日の検診を増やしています。
葛皆さんが住んでいる区以外の場所でも受診できるので、お気軽に保健師までお問い合わせください。
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▼
♪
雪
が
と
け
て
川
に
な
っ
て
流
れ

て
行
き
ま
す
／
つ
く
し
の
子
が
恥
ず

か
し
げ
に
顔
を
出
し
ま
す
／
も
う
す

ぐ
春
で
す
ね
え
…
（
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
ズ
・

春
一
番
）
♪

▼
凍
て
つ
い
た
白
い
キ
ャ
ン
バ
ス
か

ら
、
少
し
ず
つ
春
の
絵
の
具
が
こ
ぼ
れ

て
き
て
い
ま
す
。
里
山
の
中
腹
に
純

白
の
辛
夷
の
花
、
雪
代
の
川
岸
に
薄
緑

の
ふ
き
の
と
う
。
そ
し
て
、
日
だ
ま
り

に
柔
ら
か
な
お
日
様
の
光
。
そ
よ
吹

く
風
に
春
告
鳥
の
さ
え
ず
り
も
間
近

…
。
長
く
厳
し
か
っ
た
冬
も
終
わ
り
、

全
て
が
春
色
に
染
ま
る
季
節
で
す
。

▼
春
は
旅
立
ち
の
季
節
。
多
く
の
人

た
ち
の
列
車
が
、
次
の
目
的
地
に
向
け

て
発
車
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
あ
る

人
は
進
学
、
あ
る
人
は
就
職
、
あ
る
人

は
転
勤
、
あ
る
人
は
転
居
、
そ
し
て
、

あ
る
人
は
第
二
の
人
生
へ
と
…
。

▼
ま
た
、
春
は
出
会
い
の
季
節
。
あ
の

町
に
も
こ
の
町
に
も
、
多
く
の
人
の
バ

ス
が
停
車
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
で
「
風
の
人
」

と
「
土
の
人
」
の
織
り
な
す
「
新
し
い

風
土
」
が
紡
が
れ
る
の
で
し
ょ
う
。

▼
♪
春
よ
遠
き
春
よ
…
／
春
よ
ま
だ

見
ぬ
春
／
迷
い
立
ち
止
ま
る
と
き
／

夢
を
く
れ
し
君
の
／
眼
差
し
が
肩
を

抱
く
…
（
松
任
谷
由
実
・
春
よ
、
来
い
）

♪▼
大
地
の
息
吹
と
躍
動
感
を
感
じ
る

こ
の
時
期
は
、
新
し
い
何
か
が
生
ま
れ

る
予
感
が
し
ま
す
。
今
は
「
ま
だ
見
ぬ

春
」
で
あ
っ
て
も
、
「
夢
」
を
信
じ
て

歩
い
て
い
き
た
い
も
の
で
す
ね
。

◇
２
年
間
、
本
プ
リ
ズ
ム
を
執
筆
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
拙
文
を
恥
ず

か
し
く
思
い
な
が
ら
号
を
重
ね
ま
し

た
。
ご
愛
読
に
感
謝
し
つ
つ
、
後
任
に

引
き
継
ぎ
ま
す
。
深
謝
。

第40回 水仙まつりロードレース大会 ５月13日（日）９時３０分第40回 水仙まつりロードレース大会 ５月13日（日）９時３０分～～
○小学4年生以下
○小学５・６年生

○中学生
○一 般

３娃
10娃

○オープン 1娃・2娃・5娃２娃
３娃

２月２５日（土）、大成区で２１名が参加
し「渡り鳥観察会」が開催されました。
講師として、日本野鳥の会の伊勢さん
に協力をしていただき、大成区の太田地
区から長磯地区の海岸沿いをバスに乗り移動しながら、渡り
鳥を観察しました。
天気にも恵まれ、参加者は双眼鏡を使い真剣に渡り鳥の生

態を観察していました。今回の観察会では、オオワシ・シノ
リガモ・ウミウなど８種類ほどの鳥を観察することが出来ま
した。

「渡り鳥観察会」～ふるさと学習講座～

第３位第２位第１位種 別
平澤 幸輝（大）21秒4平山 健太（瀬）17秒4本井 千陽（北）16秒4男 子

幼児（就学前）
村田 侑空（北）21秒4平澤まちこ（大）21秒2長岡あかり（北）18秒1女 子
瀬戸 嵩介（北）17秒4田中 公（北）17秒1本田 大和（北）15秒2男 子

小学1･2年生
丸山 雪月（瀬）17秒2西村 百華（大）17秒1丸山 依月（瀬）16秒3女 子
渡部 悠大（北）22秒5村田 涼（北）21秒6丸山 乃貴（瀬）20秒4男 子

小学3･4年生
平山 遥（瀬）24秒7浜高 莉音（瀬）24秒3平澤いちこ（大）23秒4女 子
大関 翔也（北）30秒2平澤 由揮（大）29秒1平澤 亮斗（大）25秒7男 子

小学5･6年生
横田ひかり（大）31秒2田中彩由里（北）30秒4女 子

手塚 大樹（大）26秒0田中 佑磨（北）25秒3横田 朝陽（大）24秒1男 子中学（全学年）
安藤 篤史（北）23秒4樫田 周（北）22秒8本井 貴志（北）21秒8男 子

一般（高校生含む）
桝田美和子（大）/平澤淳子（大）36秒2杉村 信子（大）33秒6藤谷 久子（大）26秒9女子

２月１２日(日)、丹羽スキー場で「第５回せたな町民スキー

大会」が開催されました。当日は時折、猛吹雪となる悪天候

の中でしたが、幼児の部から一般の部まで、計６４名が出場

し、それぞれ日頃の練習の成果を発揮すべく、力強い滑りで

タイムを競っていました。

競技の後には、参加者全員で丹羽女性会の皆さんが調理

してくださった豚汁をいただき、その後はお楽しみ抽選会

がありました。

なお、結果は以下のとおりです。

第5回せたな町民スキー大会
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生・涯・学・習

２月２９日（水）、ふれあいプラザで「せたな町高齢者大学

修了式」が行われました。

今年度の修了生は、北檜山いきがい学園が８０名、大成く

おん大学が２９名、瀬棚寿大学が１８名で合わせて１２７名とな

り、各大学の代表者へ修了証書が手渡されました。

式典終了後は、(株)セリオむすめや取締役相談役の関堂

勝幸氏の記念講演会を行い、その後、修了を祝う会が行わ

れ、１年間の思い出を学生同士で話し親睦を深めました。

平成23年度せたな町高齢者大学修了式

２月１８日(土)、大成町民センターで「第２回せたな町郷

土芸能祭」が開催され、せたな町から北海久遠太鼓保存

会、大成中学校(久遠神楽)の２団体、ゲスト出演として寺

島絵里佳さんが出演しました。

太鼓、神楽の伝統芸能に、寺島絵里佳さんによる民謡

で約２００名の観客を楽しませていました。

第2回せたな町郷土芸能祭

大成中学校(久遠神楽)

北海久遠太鼓保存会 寺島絵里佳さん

大成区親子ふれあい推進事業実行委員会（石原広務実行委員

長）主催の「第１７回ミニミニ大運動会」が、３月４日（日）大

成中学校体育館において開催され、幼児・小中高生・父母など

関係者を含め約９０名が参加しました。

参加者は４チームに分かれ、公認記録会の３分間なわとびコ

ンテスト・３×３ジャンプ・１０人１１脚などに挑戦。また、ゴム

玉入れやジャンボ風船バレー・スリッパ飛ばしなど、団体・グ

ループ・個人種目を併せ、全１１種目に汗を流しました。 また、

昼食ではバイキングとお楽しみ抽選会などを行い、大人も子ど

もも遊びを通して楽しいふれあいのひとときを過ごしました。

「第17回ミニミニ大運動会」～大成区親子ふれあい推進事業～
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ご
利
用
く
だ
さ
い

北
檜
山
職
業
相
談
室
で

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

雇
用
保
険
受
給
手
続
か
ら
認

定
・
給
付
ま
で
、
ご
本
人
の
申
し

出
に
よ
り
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八
雲

で
受
付
が
で
き
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
函
館
・
北
檜
山

職
業
相
談
室
へ
の
４
月
の
職
員

派
遣
日
は
次
の
と
お
り
で
す
。

大
成
区
の
方
の
管
轄
は
江
差
出

張
所
で
す
。

●
派
遣
日
時

・
４
月

日
我

時
～

時

１１

13

１７

・
４
月

日
牙
9
時
～

時

12

12

問
合
せ

北
檜
山
職
業
相
談
室

殺
0
1
3
7
・
8
4
・
5
7
2
4

問
合
せ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八
雲

殺
0
1
3
7
・
6
2
・
2
5
0
9

問
合
せ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
江
差

殺
0
1
3
9
・
5
2
・
0
1
7
8

ご
利
用
く
だ
さ
い

精
神
保
健
相
談
（
心
の
健
康

相
談
）
の
実
施
に
つ
い
て

八
雲
保
健
所
で
は
、
精
神
保
健

及
び
同
障
が
い
者
福
祉
に
関
す

る
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

（
予
約
制
）

●
日
時

・
4
月

日
牙

時
～

時

12

１３

15

●
場
所
／
八
雲
保
健
所

●
相
談
員
／
精
神
科
医
師
又
は

心
理
相
談
員

問
合
せ

八
雲
保
健
所
健
康
推
進
課

殺
0
1
3
7
・
6
3
・
2
1
6
8

ご
利
用
く
だ
さ
い

法
律
・
登
記
相
談
の
お

知
ら
せ
（
事
前
予
約
制
）

相
続
・
贈
与
・
売
買
・
会
社
設

立
・
債
務
整
理
・
成
年
後
見
等
心

配
ご
と
に
つ
い
て
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
ど
な
た
で
も
ご
自
由
に

相
談
で
き
ま
す
。
（
相
談
無
料
・

事
前
予
約
制
）

●
日
時

・
4
月

日
我

時
～

時

18

１０

１２

●
予
約
締
切

・
4
月

日
俄
（
先
着
４
名
ま
で
）

16

●
場
所
／
せ
た
な
町
民

ふ
れ
あ
い

プ
ラ
ザ

●
担
当
相
談
員
／

司
法
書
士

森

奈
津
美

予
約
先

役
場
総
務
課
総
務
係

殺
0
1
3
7
・
8
4
・
5
1
1
1

ご
利
用
く
だ
さ
い

函
館
裁
判
所
出
張
手
続

案
内
の
開
催
に
つ
い
て

函
館
裁
判
所
か
ら
職
員
が
出

張
し
住
民
の
皆
様
を
対
象
と
し

た
出
張
手
続
案
内
を
行
い
ま

す
。（
予
約
制
）

●
日
時

・
４
月

日
牙

時
～

時

１９

１３

16

●
場
所
／
瀬
棚
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
や
す
ら
ぎ
館

●
予
約
方
法
／
４
月

日
牙
ま
で

１２

に
函
館
地
方
裁
判
所
事
務
局
総
務

課
長
ま
で
電
話
で
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。

問
合
せ

函
館
地
方
裁
判
所

殺
0
1
3
8
・
3
8
・
2
3
7
2

善
意
に
感
謝
し
ま
す

●
担
い
手
育
成
基
金
へ

金
一
封

・
中
村

秀
夫

様
（
東
京
都
）

瀬棚区全地区の資源ごみの収集方法が一部変更になります。今までは、資源ごみの種類によって
「午前」と「午後」に分けていましたが、４月１日からは午前から全種類の資源ごみを収集します。

最近、衛生センター組合へゴミを直接運ぶ方が増え、同時にゴミを落とす方も
増えています。直接運ぶときは必ず荷台をロープやシートなどでしっかり固定
し、落下しないよう注意しましょう。

衛衛生センター組合へ直接ゴミを運ぶときは衛生センター組合へ直接ゴミを運ぶときは！！
撃

傑

隙

欠

激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激

激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激激

桁
桁
桁
桁
桁
桁
桁
桁
桁
桁

桁
桁
桁
桁
桁
桁
桁
桁
桁
桁興北部桧山衛生センター組合興

444444444444444444444444444��������������������������1111111111111111111111111かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかからららららららららららららららららららららら

昨年４月の森林法改正により、今年４月以降、森林の土地の所有者となった方は市町村長への事後届出
が義務付けられました。
■届出対象者／個人・法人を問わず、売買や相続等などにより森林の土地を新たに取得した方は、面積

に関わらず届出をしなければなりません。
■届出期間 ／土地の所有者となった日から９０日以内に、取得した土地のある市町村の長に届出をして

ください。
※詳しくは所有者となった土地がある市町村又は都道府県の林務担当までお問い合わせ下さい。

【お問い合わせ先】 本庁 産業振興課林業振興係 殺８４-５１１１
瀬棚総合支所 産業建設課農林振興係 殺８7-3１１１
大成総合支所 産業建設課農林振興係 殺4-5111

森林の所有者届出制度が４月からスタートします
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矯

脅

胸

興

恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭

狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂

教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教

橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋

戸籍の窓口
（2月1日～2月29日届出）

この欄に掲載をしている方は、本人または
ご家族の了解を得た方のみ掲載しています。

お誕生おめでとう

○末石 桜子ちゃん（ 篤司 ） 北檜山
さくらこ

○白澤 穂香ちゃん（ 一幸 ） 都
ほ の か

おくやみ申し上げます

○中村 信夫さん (82歳）富 里

○近藤 房雄さん (86歳）二 俣

○曽野 千顯さん （95歳）丹 羽

○河田 貞子さん （85歳）北檜山

○古畑賢太郎さん （89歳）本町2区

○卒間 スギさん (101歳）本町3区

○髙橋 初江さん (96歳）西大里

○池田ゆき子さん (99歳）本町4区

○三浦 康弘さん (69歳）宮 野

○佐賀 幸子さん (88歳）久 遠

○内糸 雅晴さん (73歳） 都

○山川 真史さん (42歳）長 磯

人口と世帯

2月末現在（前月比）

（－ 9）9,474人人 口

（－9）4,465人男

（ 0）5,009人女

（－2）4,527世帯世 帯

威

慰

惟

易

尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉

尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉

意
意
意
意
意
意
意
意
意

意
意
意
意
意
意
意
意
意

軽自動車軽自動車税税
納期限は

５月１日（火）です
忘れずに納めましょう

忘れないで納期限

【お問い合わせ先】本庁:総務課総務係/各総合支所:地域町民課庶務係

町内業者でリフォームすると一部助成金を交付します

※平日の夜間は、警備員が対応しますので、必ずお名前・電話番号・ご用件
をお伝えください。

４月１日から職員による日直制度を廃止します。
土・日・祝日、急用があり役場に電話をかけた場合、警備員が
電話対応をします。お名前、電話番号、ご用件を聞き、警備員か
ら担当職員に内容を連絡し、対応について折り返しお電話するこ
とになります。
ご不便をおかけしますが、ご協力よろしくお願いいたします。
■本庁0137-84-5111 または 瀬棚総合支所0137-87-3311
大成総合支所01398-4-5511へ電話願います。

■各総合支所へ電話した場合は、本庁へ電話が転送されます。
■必ずお名前・電話番号・ご用件をお伝えください。

緊急のお問緊急のお問いい
合わせ合わせはは
0137-84-5110137-84-51111
役場本庁へ役場本庁へ

担当職員担当職員にに
連絡します連絡します

町では、住環境の向上を図るため住宅のリフォームなどを行っ
た場合に助成金を交付します。この制度は、平成24年４月１日か
ら2年間、自分の所有する住宅を町内業者により、リフォームなど
を行った方に対して工事費などの一部を助成するものです。
【助成の内容】
①工事費などの20％を助成します。
②助成金の上限は20万円（下限4万円）です。
この助成金の交付を受けるには、いくつかの条件や申
請に必要な提出書類などがあります。
詳しい申請方法や対象となる工事の主なものについ
ては、回覧板または全戸配布しているチラシをご覧い
ただくか、担当者までお気軽にお問い合わせください。

４４月月

土・日・祝日の役場の連絡体制が変わります

国保病院の全面禁煙が始まります

１１日日
かか
らら

４月１日から国保病院の建物内、玄関の外、駐車場、通路など

敷地全てを禁煙とします。皆さんのご協力をお願いします。

喫煙を単なる習慣や嗜好と考
しこう

えるのではなく、「ニコチン依
存症」という病気としてとら
え、必要な治療を行います。
タバコをやめたい方！お気軽
に相談ください。

禁煙外来のお知らせ

せたな町立国保病院

【お問い合わせ先】 本庁:総務課まちづくり推進係/各総合支所:地域町民課地域生活係
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【スポーツ功労賞】
■多田 安雄（函館軟式野球連盟檜山支部審判部運営部長）

函館軟式野球連盟檜山支部所属の審判員として、永年にわたり地域の野球の普及・発展に寄与され、現在
は、審判部運営部長・函軟連技術委員会指導員として審判員の技術向上に努められ、平成23年度檜山管内教
育実践表彰を受賞しました。

【文化賞】
■佐野 健太（久遠小学校５年生）
海上保安庁主催の「第12回未来に残そう青い海図画コンクール小学校高学年の部」で、道内で第２位となる
北海道知事賞を受賞しました。

■小西 良枝（檜山北高等学校２年生）
全道高文連美術展に出品した作品が優秀賞を受賞、来年度の全国高等学校総合文化祭美術部門への推薦作品
に選ばれました。

■佐々木亜唯（檜山北高等学校１年生）
北海道教育委員会主催の「北海道学び推進月間ポスターの部」で、出品した作品が最優秀賞を受賞しました。

【スポーツ賞】
■山内 進（せたな町体育協会北檜山支部副支部長）
第２６回北海道マスターズ選手権陸上競技の部で、円盤投げと砲丸投げの二種目に出場、いずれも第２位の成
績を収めました。

■桝田 貴廣（大成中学校３年生）
第１３回北海道ジュニア陸上競技大会ジャベリックスローで優勝し、第４２回ジュニアオリンピック陸上競技大
会に出場、全国第４位入賞を果たし、全道中学校陸上競技大会男子Ａ走り幅跳びも見事第１位、全国大会に出
場しました。

■沖崎菜々美（大成中学校３年生）
第１３回北海道ジュニア陸上競技大会女子Ａ砲丸投げで第２位の成績を収めました。

■横田ひかり（久遠小学校５年生）
第４回北海道小学生クロスカントリー大会兼北海道代表選考会小学５年女子800ｍで第２位の成績を収めま
した。

■沖崎 優衣（久遠小学校４年生）
第２９回北海道小学生陸上競技大会４年女子ソフトボール投げで見事優勝（道南新記録）、また、砲丸投げでは
６年女子の全道標準記録を突破する記録で優勝しました。

【文化奨励賞】
■山本ななせ（檜山北高等学校３年生） ／ ■加藤 愛美（檜山北高等学校３年生）
全道高文連美術展において優秀賞を受賞しました。

■佐藤 百華（檜山北高等学校２年生）
全道高文連美術展及び北海道美術協会主催第５回道展Ｕ２１において優秀賞を受賞しました。

■大羽みなみ（檜山北高等学校２年生） ／ ■福士夏和子（檜山北高等学校１年生）
北海道美術協会主催第５回道展Ｕ２１で優秀賞を受賞しました。

【スポーツ奨励賞】
■平野 茂泰（農業）
第２８回全日本シニアバドミントン選手権大会に45歳以上男子ダブルスの北海道代表として出場しました。

■横田 朝陽（大成中学校２年生）
第１８回北海道中学校新人陸上競技大会男子共通走り高跳びで第４位入賞を果たしました。

■川上 珠奈（大成中学校１年生）
第１８回北海道中学校新人陸上競技大会女子共通砲丸投げで第３位入賞を果たしました。

■北檜山野球スポーツ少年団「北檜山ラウドネス」
2011ホクレン旗争奪第２９回北海道少年軟式野球選手権大会に檜山代表として出場し、ベスト８進出を果たし
ました。

■伊藤 健太（檜山北高等学校１年生）
第２７回北海道高等学校新人陸上競技大会男子5000mで８位入賞を果たしました。


